
　　　（夜間）　　090－4349－6114

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　0985－83－3383

　　　ｅ－mail　　nakamura@nankyudai.ac.jp

　　　職名・氏名　　学務
ガ ク ム

部長
ブチョウ

　中村
ナカムラ

　稔
ミノル

　　　電話番号　　0985－83－3448

　作成担当者

　　担当部局（課）名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　南九州学園　　　
 平成２5年５月１日現在　　

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

[平成２２年度設置］

　　　計画の区分：学部の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

南九州大学　人間発達学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部）

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　３　大学番号の欄については、平成２５年３月１５日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況報告書等

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

注３

認可

大学番号：私588
注３



　６．留意事項に対する履行状況等

　７．その他全般的事項

目　次

　１．調査大学等の概要等

　２．授業科目の概要

　３．施設・設備の整備状況，経費

　４．既設大学等の状況

　５．教員組織の状況



届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ハセガワ　ジロウ ）

長谷川　二郎

（平成21年4月）

（ ハセガワ　ジロウ ）

長谷川　二郎

（平成21年4月）

（ クロギ　テツノリ ）

黒木　哲徳

（平成22年4月）

（ クロギ　テツノリ ）

黒木　哲徳

（平成22年4月）

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２３年度に報告済の内容　→（23）

　　　　　　平成２５年度に報告する内容　→（25）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

学　　長

学 部 長

学科長等

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

　　　〒885-0035（〒880－0032）
　　　　宮崎県都城市立野町3764番地１（宮崎県宮崎市霧島五丁目１番地２）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

（２） 大　学　名
　　　　南　　九　　州　　大　　学

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　南　九　州　学　園
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　　　に報告書を作成してください。

人間発達学部

　子ども教育学科

　　学士（教育学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

80人 0人 80人 0人 80人 0人 80人 0人

58 0 89 0 124 0 119

(　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　)

[ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

57 0 88 0 124 0 118

(　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　)

[ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

57 0 84 0 122 0 114

(　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　)

[ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

45 0 52 0 76 0 73

(　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　) (　0　)

[ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

Ｂ　 入学者数

(　 0 　)

[ 　0　 ]

受験者数

志願者数

合格者数

（注）・　数字は，平成２５年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

0.56 0.910.950.65

　　　　　　　

備　　考
平成２４年度

Ａ　 入学定員

平成２３年度
平均入学定員

超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２２年度 平成２５年度

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

320

人

－804

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

修業年限

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２２年度開設の４年制の学科の場合（平成２５年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　には，欄を設けてください。）

人年次人年

0.76倍

[ 　0　 ]

(　 0 　)

[ 　0　 ]

(　 0 　) ( 　0 　)

[ 　0　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　0　 ] [　0 　] [　0　 ] [　0 　] [　0　 ] [　0　 ] [　0　 ] [　0　 ]

45 0 52 0 76 73

[　0　 ] [　0　 ] [　0　 ] [　0 　] [　0　 ] [　0　 ]

44 0 49 0 76

[　0　 ] [　0　 ] [　0　 ] [　0　 ]

45 48

[　0　 ] [　0　 ]

45

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

１年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２５年度

[　　0  　]

３年次

備　　　　　考
平成２３年度

２年次

計

（注）・　数字は，平成２５年５月１日現在の数字を記入してください。

17096 24245

[　　0  　][　　0  　][　　0  　]

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２２年度 平成２４年度

5



年 人 人

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「社会人」については，認可申請書において貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

[ 　　　 ] [ 　　　 ]

(　　 　) (　　 　) (　　 　)

設 置 時 の 計 画

収容定員入学定員修業年限

志願者数

平成２５年度平成２４年度平成２３年度

Ｂ　 入学者数

　　　・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　（５）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

平均入学定員
超 過 率

　　　・ （　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入てください。

合格者数

（注）・　数字は，平成２５年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合

　　　　には，欄を設けてください。）

　　修士（○○）　

　　　○○専攻（○○課程）

又は　

　○○研究科

　　博士（○○）　

（５）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等「該当なし」

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　・　様式は，平成２３年度開設の博士後期課程の場合（平成２５年度までの３年間）ですが，開設年度・

基礎となる学部等

調査対象研究科等
の名称（学位）

　

　（５）－①　調査対象研究科等の名称，定員

備　　　　　考

Ａ　 入学定員

倍

[ 　　　 ]

（注）・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

受験者数

備　　　　　考

　

6



報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　　 ] [　　 ]

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

平成２５年度

２年次

３年次

[　　　　 ]

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

（注）・　数字は，平成２５年５月１日現在の数字を記入してください。

１年次

[　　　　 ]

　

　（５）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

[　　　 　]
計

平成２４年度平成２３年度
備　　　　　考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２２年度 1 人 人 進路変更１人

平成２３年度 人 人

平成２４年度 人 人

平成２５年度 人 人

平成２３年度 2 人 人 進路変更１人　除籍１人

平成２４年度 1 人 人 除籍１人

平成２５年度 人 人

平成２４年度 人 人

平成２５年度 人 人

73 人 0 人 平成２５年度 人 人 0 ％

246 人 4 人 0.0162602 ％

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２５年度
入学者

平成２２年度
入学者

平成２３年度
入学者

平成２４年度
入学者

76

退学者数

人45

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２５年度５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

0

（注）・　数字は，平成２５年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

0

0.0576923

％

人 3

合　　計

1 0.0222222

人

人

52

人
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必 修 選 択 自 由 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

１前 2 兼1

１通 2 兼1

１通 2 兼1

１前 2 兼1

１後 2 兼1

２前 2 兼1

２後 2 兼1

１後 2 兼1

１通

 １前 2 1 兼1

１後 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前

 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4後

 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

１前 2 1 兼5 オムニバス

1･2･3･4後

 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前

 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4後

 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4前

 1･2･3･4後 2 1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前

 1･2･3･4後 2 1

1･2･3･4前

 1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4後

 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前

 1･2･3･4後

 1･2･3･4前 2 兼1

1･2･3･4後 2 兼1

2前 2 兼1
キャリア教育充実の理由により科目を
追加(25)

備　　　考

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）
教育効果に配慮し，配当年次を変更
（22）

キャリア入門

現
代
社
会
と
人
間

教
養
教
育
科
目

時事問題研究

日本国憲法

メディア論

経済学

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（22）社会学

法学

現代人のこころ

国際関係論

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（23）伝承文学と民話

哲学

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（23）数学と文化

1･2･3･4前 2

1

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　内田芳夫（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）1

人
間
の
歴
史
と
思
想

都城の文化と歴史

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（22）民俗学

宗教学

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（22）考古学

倫理学

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（22）歴史と社会

環
境
と
サ
イ
エ
ン
ス

人間と自然の共生

環境問題入門

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（22）生命科学

化学の世界

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（22）物理の世界

生物の世界

地学の世界

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（22）
教員資格審査不可判定による変更
（22）

保健講義

キャリアデザイン
１後
 １前

2 1

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）
教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　黒木哲徳（教授）
平成23年1月　教員審査済
判定　可

ベ
ー

シ
ッ

ク
ス
キ
ル

言葉と文章

情報処理論Ⅰ

情報処理論Ⅱ

英語コミュニケーションＡ

英語コミュニケーションＢ

英語Ａ

英語Ｂ

統計学

スポーツと健康

２　授業科目の概要

〈人間発達学部　子ども教育学科〉

（１） 授業科目表

科目区
分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
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必 修 選 択 自 由 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

2

1

兼1

2 2

１前 2 2 1

１後

 １前 2 1

１後 2 1

１後 2 1

 １後 2 1 教育効果に配慮し，科目を統合（23）

３後

 ３前 2 1

２前 2 1

兼2

２前 2

３・４前

 ３・４後 2 兼1

食物アレルギー論 ３・４後 2 兼1

兼1

２前 2

兼1

２後 2

兼1

２後 2

２前 2

 ３前 2

２前 2 1

３前 2 1

４後

 ４前 2 1

３前 2 1

３後 兼1

 ３後 2 1

４前 2 1

備　　　考

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）

教育効果に配慮し，科目名称を変更
（25）

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）

子どもの保健Ⅱ

専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）
教育効果に配慮し，科目を削除（23)

 ライフスキル教育

コミュニケーション教育

専
門
教
育
科
目

親子関係論

幼児理解

教育効果に配慮し，科目を追加（23）
保育相談支援

教育相談 ３後 2 1 1

昇任の理由により教員を追加（24）
担当　春日由美（准教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

臨床心理学
４前
 ４後

2 1 1

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　春日由美（准教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

障害児心理学 ３前 2

1

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　内田芳夫（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

1
専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）

社会的養護内容 教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 養護内容

障害児保育 ３前 2 1

昇任の理由により教員を追加（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

 小児保健実習

乳児保育

教育効果に配慮し，科目を統合（23）
 精神保健

社会的養護 教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 養護原理

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（23）子どもと食育

子どもの保健ⅠＡ 教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 小児保健Ⅰ

子どもの保健ⅠＢ 教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 小児保健Ⅱ

1
専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）

発達心理学Ⅱ

子どもの食と栄養 教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 小児栄養

1

昇任の理由により教員を追加（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

 保育原理Ⅱ

子どもと教育の歴史

子
ど
も
の
心
身

発達心理学Ⅰ １後 2

1

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　内田芳夫（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

教育と社会

教育心理学

保育原理Ⅰ １前 2 1

単位数 専任教員等の配置

入
門

人間発達概論 １前

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　内田芳夫（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）

子どもと現代社会

専
門
基
礎
科
目

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（23）教育原理

科目区
分

授業科目の名称
配当
年次
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必 修 選 択 自 由 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

１前

 １後 2 1

１通 1 1

２通 1 1

子どもと手作り遊び ４前 2 1

４前 2 1

 ４前

 ３前 2 教育効果に配慮し，科目を統合（23)

２後 2 1

兼1

１後 2

２後 2 1

３・４前 2 兼1

３・４前 2 兼1

地域食文化論 ３・４前 2 兼1

３・４前

地産地消論  ３・４後 2 兼1

３・４後 2 兼1

４後 2 兼1

１後 2 1

２前 2 兼1

３後 2 1

４前 2 1

４前 2 兼1

自然と昆虫 ４前 2 兼1

２後 2 兼1

３・４前 2 兼1

３・４前 2 兼1

３・４後 2 兼1

３・４前 2 兼1

１後 2 兼1 教育効果に配慮し，科目を追加（23)

１前 2 1

２後 2 兼1

教育効果に配慮し，科目を追加（23)

２後 2 1

３前 2 1

２前 2 1

２後 2 兼1

２前 2 兼1

２後 2 1

２後 2 1

２後 2 1

２後 2 1

２前 1 1 兼4

２後 1 1 兼4

３前 1

３後 1 兼4

３前 1 1

２前 2 1

２後 2 1

２後 2 1

２前 2 1

２前 2 兼1

２後 2 兼1

１後 2 1

１後 2 1

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）

備　　　考

教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23）

子どもと地域

音楽

図画工作

専
門
教
育
科
目

子
ど
も
と
地
域

子ども支援地域活動Ⅰ

国語

社会

算数

理科

生活

家庭

図画工作演習

幼児体育 １後 2 1

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　宮内孝（准教授）
平成24年2月　教員審査済
判定　可

保育内容指導法（造形表現）

保育内容指導法（人間関係）

音楽演習Ａ

音楽演習Ｂ

音楽演習Ｃ

音楽演習Ｄ

教育の方法と技術

保育内容総論

保育内容指導法（環境）

保育内容指導法（健康）

保育内容指導法（言葉）

保育内容指導法（音楽表現）

１後 2 1 1

昇任の理由により教員を追加（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

教育課程論

食と農業

農業実習

環境問題演習

自然緑地計画論

グリーンツーリズム論

子
ど
も
の
保
育
と
教
育

保育者論

教職概論

教育制度論

保育・教育課程論

園芸療法論

園芸療法実習

地域計画論

生涯学習概論

子
ど
も
と
自
然
環
境

子どもと自然

子どもの野外レクリエーション

環境教育論

環境教育演習

学校ビオトープ

 児童福祉論

社会福祉 教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 社会福祉論

相談援助 教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 社会福祉援助技術

３後
 ３前

2 1 1

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

教育効果に配慮し，科目名称及び配当
年次を変更（23）

子ども支援地域活動Ⅱ

子どもと民話

子育て家庭支援論

 子育て支援論

 家族援助論

児童家庭福祉

科目区
分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）

11



専任教員等の配置

必 修 選 択 自 由 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

２前 2 1

４後 2 兼1

２後 2 兼1

３前 2 1

３前 2 1

３前 2 兼1

２後 2 兼1

３前 2 1

３前 2 1

３後 2 兼1

３前 2 1

３前

 ３後 2 1

４前 2 1

４前 2 兼1

３後 2 兼1

３後 2 2

教職実践演習 ４後 2 3 1 2 兼1

2 兼1

３通 1

教育効果に配慮し，科目を追加（23)

兼1

３前 2

３後 2 1

４前 2 1

1

２前

 ２後 1 1

２後 1 1

３後 1 1

３後 4 1

４後 2 1

１後 2 兼4

１前 2 兼1

２後 2 1

３前 2 1

３後 2 兼1

３後 2 兼1

３後 2 1

２前 2 1

３前 2 兼1

３前 2 兼1

３前 2 2 1

３前 1 1

３前 1 兼1

４前 1 1

３前 1 1 兼1

３前 1 兼1

４後 3 1

  特別支援学校教諭免許取得の科目を
  追加(25)

専
門
教
育
科
目

2 1

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

特別支援教育指導法

視覚障害教育総論

聴覚障害教育総論

重複障害児教育総論

教育実習

自閉症児等教育総論

特
別
支
援
教
育

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）

教育効果に配慮し，配当年次を変更
（25）

特別支援教育総論

ＬＤ・ＡＤＨＤ等教育総論

障害児教育入門

知的障害児の心理・生理・病理

知的障害児の心理と発達支援

肢体不自由児の心理・生理・病理

病弱児の心理・生理・病理

備　　　考

４前

保育実習Ⅱ

教育実習事前事後指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

特別支援教育課程論

知的障害児教育

肢体不自由児教育総論

病弱児教育総論

教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 保育実習Ⅳ

教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 保育実習Ⅰ

保育実習ⅠＢ 教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 保育実習Ⅱ

教育効果に配慮し，科目名称を変更
（23） 保育実習Ⅲ

教育効果に配慮し，科目名称及び単位
数を変更（23） 保育実習事前事後指導

保育実習指導Ⅱ又はⅢ ４前 1 1 1

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可
担当　若宮邦彦（講師）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

生徒指導・進路指導

特別支援教育論

キャリア教育演習

保
育
・
教
育
実
習

保育実習指導Ⅰ

保育実習ⅠＡ

保育実習Ⅲ

観察実習（事前事後指導含む）

介護等体験（事前事後指導含む）

子
ど
も
の
保
育
と
教
育

教科教育法（生活）

教科教育法（音楽）

教科教育法（家庭）

教科教育法（体育）

道徳教育の研究

特別活動論

教科教育法（図画工作）

科目区
分

授業科目の名称
配当
年次

教科教育法（国語）

体育

子どもと英語教育

教科教育法（社会）

教科教育法（算数）

教科教育法（理科）

単位数
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専任教員等の配置

必 修 選 択 自 由 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

3 2 2

6

7 5

6

7 5

6

7 5

6

7 5

授業科目の名称
配当
年次

単位数
備　　　考

科目区
分

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

専
門
教
育
科
目

子ども教育専門ゼミⅠ

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２４年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　内田芳夫（教授）
平成24年2月　教員審査済
判定　可
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　春日由美（准教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）

卒
業
研
究

卒業研究 ４通 4

4

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　内田芳夫（教授）
平成24年2月　教員審査済
判定　可
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　春日由美（准教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

3 4

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　内田芳夫（教授）
平成24年2月　教員審査済
判定　可
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　春日由美（准教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

3 4

8 3

３通 2

8

子ども教育専門ゼミⅡ ４通 2

8

2子ども教育プレゼミ ２通

8 3 4

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　内田芳夫（教授）
平成24年2月　教員審査済
判定　可
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　黒川久美（教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　春日由美（准教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）

2
3 3 1

教育課程充実の理由により教員を追加
（24）
担当　内田芳夫（教授）
平成24年2月　教員審査済
判定　可
昇任の理由により教員を追加（24）
担当　春日由美（准教授）
平成23年7月　教員審査済
判定　可

専任教員就任辞退により，専任教員減
（22）

子ども教育入門ゼミ １後
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（２） 授業科目数

選　択 自　由 計 必　修
科目 科目 科目 科目

１３１ ０ １４７ １７

［ ＋１ ］ ［ ＋１７ ］ ［　０　］ ［ ＋１８ ］

（注）・　未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，設置認可時の

　　　　計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

科目 科目 科目 科目

１６ １４８ ０ １６５

認可時の計画 変更状況
備　　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計

14



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ ライフスキル教育 2 3 専門 選択

　　　　

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

担当教員の辞任に伴い「ライフスキル教育」を廃止した。教育内容については「コミュニケーション教育」で補えると
考える。学生には在学生オリエンテーション等で周知した。

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　設置認可時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0

認可時の計画の授業科目数の計

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

15



備考

フィールドセンターを
整備（22）

大学全体

申請学部全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 40,796㎡ ㎡ ㎡ 40,796㎡

運動場用地 18,140㎡ ㎡ ㎡ 18,140㎡

小　　　計 58,936㎡ ㎡ ㎡ 58,936㎡

そ　の　他
35,066㎡
 7,186㎡

㎡ ㎡
35,066㎡
 7,186㎡

合　　　計
94,002㎡
 68,122㎡

㎡ ㎡
94,002㎡
 68,122㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

20,045.79㎡ 0㎡ 0㎡ 20,045.79㎡

（　　　　　　20,045.79㎡）（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）（　　　　　　20,045.79㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

12室 31室 40室
2室 1室

（補助職員　　0人）（補助職員　　0人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

人間発達学部　子ども教育学科 22 室

視聴覚資料

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点

計

8,000〔1,100〕　     38〔　8 〕

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

点 点

人間発達学部
8,000〔1,100〕　 38〔　8 〕　 1〔　1 〕　 35 2,971 6 教育効果に配慮し，図

書・設備の内容を変更
した（22）10,233〔1,130〕      42〔　12〕       0〔　0 〕 53 2,971 6

     1〔　1 〕 35 2,971 6

10,233〔1,130〕     42〔　12〕       0〔　0 〕 53 2,971 6

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

1,246.00㎡ 189席 114,000冊

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,616.50㎡ グラウンド１面 テニスコート２面

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 434千円 434千円 図書購入費 35,000千円 4,500千円 4,500千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 540千円 2,160千円 設備購入費 205,510千円 0千円 0千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金，資産運用収益，雑収入等

1,150千円 910千円 920千円 930千円 －　千円 －　千円

　　　　を併せて提出してください。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２５年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（25）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

健康栄養学部 0.95

　管理栄養学科 4 60 － 240 学士（栄養学） 1.10 平成15年度

　食品開発科学科 4 40 － 160 学士（食品学） 0.81 平成15年度

環境園芸学部 0.91

　環境園芸学科 4 130 － 520 学士（農学） 0.91 平成21年度

人間発達学部 0.76

　子ども教育学科 4 80 － 320 学士（教育学） 0.76 平成22年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

園芸学・食品科学研
究科

1.12

　園芸学専攻 2 4 － 8 修士（農学） 0.75 平成11年度

　食品科学専攻 2 2 － 4 修士（農学） 1.50 平成11年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

国際教養学科 2 125 － 250 0.96 平成15年度

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）について，それぞれの学校種ごとに，平成２５年５月１日現在の

　　　　上記項目の情報を記入してください。その際，ＡＣ対象学部学科等についても当該様式に記入してくだ

　　　　さい。（ただし，専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

短期大学
士（国際
教養）

宮崎県宮崎市霧
島５丁目1番地2

平成24年度より
「食品健康学
科」から名称変
更

宮崎県都城市立
野町3764番地1

宮崎県都城市立
野町3764番地1

　南　九　州　大　学　大　学　院

宮崎県宮崎市霧
島５丁目1番地2

　南　九　州　短　期　大　学

４　既設大学等の状況

　南　九　州　大　学

宮崎県宮崎市霧
島５丁目1番地2
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兼担

講師 若生　潤一 平成22年４月 物理の世界

兼担 教授 長谷川　二郎 平成22年４月 生物の世界

兼任 講師 若生　潤一 平成25年4月

兼任 講師 黒原　智宏 平成22年４月

兼任

日本国憲法 兼任 講師 吉井　千周 平成25年4月

　平成23年７月
　変更書提出（24）

備　　考

平成25年3月黒原智宏講師担当辞退のた
め平成25年度より担当者の変更（25）

宮下和子講師就任辞退（23）

備　　考

　平成22年３月島井哲志教授辞任の
　ため平成22年度より担当者の変更
　「後任未定」

　「現代人のこころ」は、１，２，
　３，４年のどの学年で受講しても
　いいので、今年度は開講せずとし
　た。

　「人間発達概論」オムニバスのた
　め，島井教授担当分を兼任教員に
　変更。

　「子ども教育入門ゼミ」「子ども
　教育プレゼミ」「子ども教育専門
　ゼミⅠ」「子ども教育専門ゼミ
　Ⅱ」「卒業研究」については他に
　担当者がいるので支障はない。
　（22）

平成24年2月
変更書提出（24）

　平成23年７月
　変更書提出（24）

兼任 講師 黒原　智宏 平成22年４月 憲法 兼任 講師

子ども教育専門ゼミⅠ

子ども教育専門ゼミⅡ

卒業研究

内田　芳夫

人間発達概論

発達心理学Ⅰ

障害児心理学

平成23年10月

現代人のこころ

専 教授

子ども教育専門ゼミⅠ

子ども教育入門ゼミ

子ども教育プレゼミ

子ども教育専門ゼミⅡ

卒業研究

ライフスキル教育

子ども教育入門ゼミ

人間発達概論

発達心理学Ⅰ

専 教授 島井　哲志 平成22年４月

現代人のこころ

障害児心理学

子ども教育プレゼミ

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月

＜人間発達学部　子ども教育学科＞

（１） 担当教員表

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

担当授業科目名

平成22年10月黒原智宏講師担当辞退のた
め平成22年度より担当者の変更（23）

平成25年3月竹内千春講師担当辞退のた
め平成25年度より担当者の変更（25）

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

兼担 講師 ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ｽﾓｰﾙ兼任 講師 平成23年4月

講師 竹内　千春 平成23年4月

竹内　千春 平成25年4月

英語Ａ
英語Ｂ

兼任 講師 黒原　智宏 平成22年４月 日本国憲法

宮下　和子 平成23年４月

平成23年3月若生潤一講師辞任のため平
成23年度より担当者の変更（23）

平成25年3月平原洋和講師辞任のため平
成25年度より担当者の変更（25）

平成23年3月田村理恵講師辞任のため平
成23年度より担当者の変更（23）

兼任

兼任 講師 徳永　孝一 平成23年4月兼任 講師 田村　理恵 平成22年４月 歴史と社会

兼任 講師 若生　潤一 平成22年４月 物理の世界

平成22年9月吉中淳准教授辞任のため平
成23年度より担当者の変更（23）
平成23年1月教員審査済

兼任

専任 教授 黒木　哲徳 平成23年4月

講師 平原　洋和 平成23年4月

教授 山口　雅篤 平成22年10月 就任辞退（22）

平成25年3月山口雅篤教授辞任字体のた
め平成25年度より担当者の変更（25）教授 長谷川　二郎 平成25年4月

兼担 准教授 吉中　淳 平成22年４月 キャリアデザイン

兼担 教授 長谷川　二郎 平成22年４月 生物の世界

職名

兼担

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

の別　

変　　更　　状　　況

５　教員組織の状況

＜共通＞

（１） 担当教員表

認　可　時　の　計　画
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　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２５年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

教員の定年年齢
定年を延長

している教員数

65歳 4名

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２５年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年年齢および，平成２５年５月１日現在，特例等により定年を超えて専任教員として

　　　　採用されている教員数を記入してください。

教授から准教授昇任のため
平成23年７月変更書提出（24）

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

教員資格審査不可判定ため，兼任教員に
変更（22）

平成22年9月吉中淳准教授辞任のため平
成23年度より担当者の変更（23）
平成23年1月教員審査済

平成23年4月から
教育課程の充実を図るため、科目を追加
（23）
平成23年1月教員審査済

准教授から教授昇任のため
平成23年７月変更書提出（24）

5 0

( 6 ) ( 3 ) ( 4 ) ( 0 ) ［　＋1　］ ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］

7 3 5 0 8 3

准教授 講　師 助　教計

（２） 専任教員数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

教　授 准教授 講　師 助　教 教　授

教科教育法（体育）

平成24年4月から
教育課程充実のため担当者の変更
平成24年2月変更書提出（24）

准教授 宮内　孝 平成22年4月

兼任 講師 松永　須美子 平成22年４月 幼児体育

専

春日　由美 平成23年10月

臨床心理学

親子関係論

教育相談

子ども教育入門ゼミ

子ども教育プレゼミ

子ども教育専門ゼミⅠ

子ども教育専門ゼミⅡ

卒業研究

子ども教育専門ゼミⅠ

子ども教育専門ゼミⅡ

卒業研究

専 准教授

平成23年10月

保育原理

障害児保育

子育て家庭支援論

保育・教育課程論

保育内容総論

教職実践演習

保育実習指導Ⅱ又はⅢ

保育実習Ⅱ

子ども教育プレゼミ

平成23年4月

専 教授 黒川　久美

准教授 黒川　久美 平成23年4月

保育・教育課
程論
保育実習指導
Ⅱ又はⅢ

兼任 講師 日髙　基孝 平成23年４月 生活 兼任

講師 磯部　美良 平成23年4月

専

講師 廣田　彰 平成22年4月

兼担 准教授 吉中　淳 平成22年４月 教育心理学 専任

専 講師 宮内　孝 平成22年４月 スポーツと健康 専任

平成24年4月から
教育課程充実のため科目を追加
平成24年2月変更書提出（24）

年　齢　構　成

日髙基孝講師就任辞退（23）

15

( 13 )

計

［　＋1　］

16

講師 石井　秀信
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

　　　　

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

①　本人の自己都合なのでやむを得ないが、同教員の担当をしていた心理関係の科目をカバーできる教員がいることもあるので、すぐに困る
　　ことはないが、今後、後任補充も含めた対策を講じる予定である。
②　現在は新年度の１年生のみであり、大きな混乱はない。学生９人に２人の担任を配した指導を行っており、学生への周知方法に問題は
　　ない。

（注）・上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

３

１ 教授 島井　哲志 当人の自己都合（別大学に転出）

２

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由
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教員の
定年年齢

定年を延長
している教員数

歳 名

（注）・　設置時の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

年　齢　構　成

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　　「変更状況」には，平成２５年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２５年５月１日現在の満年齢

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　　所属している場合は，〈○○研究科　○○専攻（○○課程）〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る研究科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

備　　考

計 研究指導教員
研究指導
補助教員

計

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年年齢および，平成２５年５月１日現在，特例等により定年を超えて専任教員として

　　　　採用されている教員数を記入してください。

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

［　　　　　］

変　　更　　状　　況設　置　時　の　計　画

［　　　　　］（　　　　　） ［　　　　　］

（２） 専任教員数

研究指導教員
研究指導
補助教員

（　　　　　） （　　　　　）

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 就任予定年月 担当授業科目名

５　教員組織の状況「該当なし」

＜○○研究科　○○専攻（○○課程）＞

の別　

氏　　名
（年　齢）

職名 就任予定年月
氏　　名
（年　齢）

専任・

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

（１） 担当教員表

担当授業科目名
兼担・

兼任　
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

２

１

３

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

認　　 可　　 時

（平成21年10月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成23年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成24年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成25年2月）

　　　　してください。

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。（認可で設置された学部学科等のみ。）

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

人間発達学部子ども教育学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることか
ら，学生確保に努めるとともに，入学定
員の見直しについて検討すること。

 教員による精力的な高校訪問や学生教育の活
動を載せた学科独自のニュースレターを作成
し、各高校や保護者に配布し、教育の内容の
開示に努力してきた結果、少しずつ県内の進
学校にも知られるようになってきた。定員充
足まではまだであるが、今年度は定員80名に
対して84名の入学手続き者があった。最後に8
名の辞退があり76名が入学し、充足率は90%を
越えた。引き続き認知度を高めるよう努力し
たい。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

健康栄養学部食品健康学科の定員充足率
の平均が0.7倍未満となっていることか
ら，学生の確保に努めるとともに，入学
定員の見直しについて検討すること。

　平成23年履行状況の再掲となるが、健康栄
養学部食品健康学科では、平成22年度までの
定員充足率が0.7倍未満であることを踏まえ、
学生を食品系専門職業人として養成するた
め、実学的教育・研究の充実を図った。
　具体的な施策は、（1）高大連携の実施、
（2）産官学連携による新食品の開発促進、
（3）醸造・発酵系教育研究の充実、（4）酒
造試験製造免許取得や設備の充実、（5）就職
支援科目（「ｷｬﾘｱﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ」）の開設、（6）
資格取得支援科目（「ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ」）の開設、
（7）南九州大学卒業教員との連携強化であ
る。平成24年度は上記に加え、学科の教育内
容をより明確にするため「食品開発科学科」
に名称変更し、定員確保に努めた。結果とし
て平成22、23、24、25年度入学定員充足率は
0.62倍、0.87倍、0.75倍、1.00倍となり、平
成25年度は定員を充足した。また、4年間の平
均定員充足率は0.81倍となり、着実に好転し
ている。

６　留意事項に対する履行状況等

１．教員の補充を必要とされた２授業科
目については，科目開設時までに教員を
充足すること。

２授業科目とも兼任可の判定であり、以下の
ように履行する。
・「スポーツと健康」１年次　通年は兼任教
員を充足した。
・「教科教育法（体育）」３年次　前期はＡ
Ｃ再判定もしくは兼任教員を充足予定。

健康栄養学部食品健康学科、人間発達学
部子ども教育学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、今後の定員の在り方
について検討すること。

【食品健康学科】
　健康栄養学部食品健康学科では、平成22年
度までの定員充足率が0.7倍未満であることを
踏まえ、学生を食品系専門職業人として養成
するため、実学的教育・研究の充実を図っ
た。
　具体的な施策は、（1）高大連携の実施、
（2）産官学連携による新食品の開発促進、
（3）醸造・発酵系教育研究の充実、（4）酒
造試験製造免許取得や設備の充実、（5）就職
支援科目（「ｷｬﾘｱﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ」）の開設、（6）
資格取得支援科目（「ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ」）の開設、
（7）南九州大学卒業教員との連携強化であ
る。結果として平成23年度入学定員充足率は
0.87倍、平均定員充足率は0.72倍となり、好
転の兆しが見えた。
　平成23年度は上記に加え、学科の教育内容
をより明確にするため「食品開発科学科」に
名称変更（届出予定）し、定員確保に努め
る。

【子ども教育学科】
　人間発達学部子ども教育学科では、昨年度
に比べ受験生は定員を上回っていたが、国立
との併願が多く、想定以上の辞退者があっ
た。今後はより一層の教育内容の発信につと
め認知度を高め受験生の増加を図りたい。
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認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　修了要件単位数 ①　必修科目３６単位、選択科目２８３単位（25）

　　１２８単位　必修科目３４単位，選択科目２５２単位

　　　 　

②　施設・設備 ②　学生の修学環境を改善するため，図書を６０４冊増書

　ａ　講義室１２室（1,666㎡） 　した。

　ｂ　自習室２室（80㎡） 　

　ｃ　図書６，０００冊

　第２回　平成２４年６月１９日（火）　教員９人参加

　第３回　平成２４年７月１７日（火）　教員９人参加

　第４回　平成２４年９月２５日（火）　教員９人参加

　第５回　平成２５年２月２５日（月）　教員９人参加

　　（１）平成２４年度ＦＤ推進委員会委員長選出

　第２回　平成２４年６月１９日

　　（１）平成２４年度ＦＤ推進委員会事業計画について

　　（２）平成２４年度前期授業評価アンケートの実施について

　　（３）平成２４年度ＦＤ講演会の内容及び時期の検討について

　　（４）平成２４年度新入生魅力度および卒業生満足度調査の実施について

　第３回　平成２４年７月１７日

　　（１）平成２４年度南九州大学ＦＤ講演会の実施（案）

　　（２）南九州大学ＦＤ活動の情報公開の方法（案）

　第４回　平成２４年９月２５日

　　（１）平成２４年度前期授業評価アンケートの結果（学科・センター別）について

　　（２）平成２４年度後期授業評価アンケートの実施（案）について

　　（３）平成２４年度後期参観授業の実施（案）について

　　（４）南九州大学ＦＤ活動の情報公開の方法（案）

　　（５）平成２４年度南九州大学ＦＤ講演会の準備進捗状況報告

　第１回　平成２４年５月２８日（月）　教員９人参加

　ｃ　委員会の審議事項等

　第１回　平成２４年５月２８日

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　南九州大学ＦＤ推進委員会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置認可時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　認可申請書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜人間発達学部　子ども教育学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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　第５回　平成２５年２月２５日

　　（１）　平成２５年度ＦＤ推進委員会事業計画について

　　（２）平成２４年度魅力度・満足度調査の結果（学科別）について

　　（３）平成２４年度後期授業評価アンケートの結果（学科・センター別）について

　　（４）平成２４年度後期参観授業の結果（学科・センター別）について

　　（５）平成２４年度ＦＤ講演会の報告について

　（４）各学科独自のＦＤ活動の実施

　（５）新入生魅力度評価アンケートおよび卒業生満足度評価アンケートの実施

　（６）ＦＤ活動の情報公開の検討

　（７）ＦＤ活動報告書の作成

　（４）各学科独自のＦＤ活動の実施

　（５）新入生魅力度評価アンケートおよび卒業生満足度評価アンケートの実施

　（６）ＦＤ活動の情報公開の検討

　（７）ＦＤ活動報告書の作成

　　前期実施：７月１７日（火）～２３日（月）

　　後期実施：１１月２７日（火）～１２月３日（月）

　　全専任教員（助手除く）が担当する授業（原則１教員１授業）

　　実施時期：１２月７日（金）～１７日（月）

　　対象授業：９授業（参観者：２０人）

　本調査は、魅力ある大学づくりのための情報を収集するために本年度から実施した。本事業により様々な事項を知る
ことができたが、次年度以降は必要に応じてアンケート内容などで改善を行っていく。本事業で出た結果は、各学科に
おける教育活動および研究活動のみならず、広報活動にも利用でき、また学園の運営の方向性を示すための参考になる
ものと思われる。

　他大学では、ＦＤ活動をホームページ上や印刷物で紹介しており、「ＦＤ活動の公開」が進んでいる。本学において
も「ＦＤ活動の公開」について検討し、ある一定の情報公開の方法の結論を得た。今後は大学のホームページで情報公
開できるように準備していく。

　平成２４年度の行ったＦＤ活動の詳細を記録するために実施した。報告書は事業の詳細のみならず、反省点も詳細に
記録することで、次年度以降のＦＤ活動等に役立てていく。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　（１）授業評価アンケートの実施（前期・後期とも）

　（２）参観授業の実施

　教員の授業の教授法改善や学生の授業に対する満足度の把握等を目的として、例年と同様に引き続き継続して実施
した。授業評価アンケートは集計後、結果は各教員に開示し、各教員は結果に基づく授業改善報告書を作成した。ま
た、学科別にアンケート集計値を出し、学科別に分析も行った。今回のアンケートで得られた各教員個人および学科の
問題点・改善点は今後の教育活動に活用していく。

　（２）参観授業の実施

　授業評価アンケート同様に教員の教授法改善等を目的として毎年行ってきている。平成２４年度は多くの先生方に参
観いただくため、これまで以上の参加促進を行ったが、あまり効果が見られなかった。多くの先生方に参加いただくこ
とはこの事業いとって重要であるので、今後さらなる改善が必要になる。

　（３）ＦＤ講演会の実施

　教員のＦＤ活動に対する理解及びＦＤ活動推進を目的として平成２２年度から行ってきている。平成２４年度は１回
の講演会を実施した。大学評価・学位授与機構評価研究部准教授の栗田佳代子先生を講師としてお願いし「ティーチン
グ・ポートフォリオ（ＴＰ）の導入・活用について」という題目で講演をいただいた。多くの教職員の先生方に参加い
ただき、充実した講演会となった。

　各学科においても全学的な事業同様に、学科独自の特色あるＦＤ活動を本年度も活発に行った。

　（１）授業評価アンケートの実施（前期・後期とも）

　（２）参観授業の実施

　（３）ＦＤ講演会の実施

　ｂ　実施方法

　（１）授業評価アンケートの実施（前期・後期とも）

　　（６）平成２４年度ＦＤ活動報告書のまとめ方について

②　実施状況

　ａ　実施内容
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　　日時：平成２４年９月２７日（木）１４：００～１６：００

　　会場：宮崎キャンパス本館２階会議室、都城キャンパス本館１階多目的会議室（ＴＶ会議システムにより開催）

　　講演タイトル：「ティーチング・ポートフォリオ（ＴＰ）の導入・活用について」

　　講師：大学評価・学位授与機構　研究開発部　准教授　栗田佳代子先生

　　参加人数：３６人（宮崎Ｃ　１８人・都城Ｃ　１８人）

　（４）各学科独自のＦＤ活動の実施

　【環境園芸学科】

　【管理栄養学科】

　【食品開発科学科】

　【子ども教育学科】

　（５）新入生魅力度評価アンケートおよび卒業生満足度評価アンケートの実施

　　新入生魅力度調査：７月実施

　　卒業生満足度調査：１１月実施

　（６）ＦＤ活動の情報公開の検討

　　平成２５年度から開始する。（平成２４年度のＦＤ活動報告書の公表）

　（７）ＦＤ活動報告書の作成

　　前期実施：７月１７日（火）～２３日（月）

　　後期実施：１１月２７日（火）～１２月３日（月）

　　全専任教員（助手除く）が担当する授業（原則１教員１授業）

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　授業評価アンケート、参観授業、ＦＤ講演会については教授会で報告し、今後の授業改善等の参考とした。また、Ｆ
Ｄ活動報告書については、前述の通り、学長をはじめ全教職員に配付した。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　教職員には教授会による報告、ＦＤ活動報告書の配付による報告を実施。

　（３）ＦＤ講演会の実施

　①保護者懇談会の開催②学生指導③卒業研究概要集の作成④オープンキャンパスの開催⑤学生の資格取得支援⑥特別
講義の開催

　①全学的なＦＤ活動への積極的な参加②学科独自の委員会の設置③リメディアル教育の推進④基礎的科目（化学・生
物）の支援⑤学科構成員全員で参画する管理栄養士国家試験対策⑥学生の名前と顔を覚える事業

　①入学前（リメディアル教育）の実施②カリキュラムの見直し③学年別ガイダンスの強化④怠学者および成績不良者
に対する緻密な指導⑥３年前期からの研究室配属⑦資格取得・就職支援の充実⑧高校・自治体および企業との連携⑨宮
崎県学校農業クラブ連名大会のサポート

　①学科内ＦＤ研修会の実施②ＦＤに関わる外部研修の参加③「子どもの学び研究所」「子育て支援センター」「環境
教育センター」の展開④学生支援の強化

　　ＦＤ活動報告書を作成し、全教職員に配付した。
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　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　平成２５年　７月　１日　　）

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

③　認証評価を受ける計画

　・平成２６年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受けるべく，学内で検討中

　ｂ　公表方法

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

ようやく1年生から4年生までが揃った。
いよいよ卒業生が出る年度となり、保育士、幼稚園教諭・小学校教諭の職に一人でも多く就けるように就職対策をしっ
かりと行っている。、本学の目指す地域と協働した人材の育成という目的に少しずつ近づいている。子ども支援地域活
動Ⅰ、Ⅱなどの地域の保育園や幼稚園、小学校等のボランティアだけでなく、連携学校園方式による教育現場との密な
連携による観察実習、さらに都城・三股を中心とした教育現場と大学との往還によるほぼ年間を通した本学科独自の教
育実習の仕組みは南九州大学方式と呼ばれ、真の実践力形成の制度として出来上がりつつあり、初期の目的に近づきつ
つある。また、その評価も高まっており、25年度からは鹿児島県の曽於市とも連携協力がスタートとしたところであ
る。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
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